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XVJII． 瑞浪層群の時代と対比

糸魚 川 淳二

似山 (1939)によっ て設定された戸狩階 （中新世中期）の模式胴は戸狩層とされているが，

これは，瑞浪層群の大部分を含むものである ．Anchitheriumをはじめとする多くの哺乳類，

Vicaryaなどの貝類，Miogypsina,Operculina（高等有孔虫）は，瑞浪囮群，さらに広く第

一瀬戸内累層群が，中新世中期の生成物であるこ とを指示すると考えられてきた ．これはさら

に広く日本全体についてもいえることで，その相当府の分布はきわめて広く ，各地に化石を含

む海成屑が見られる ．池辺 (1948)の letternominationでは F2• Faがそれにあたり ，長

い間多くの研究者に使用されて来た．

第2次大戦後しばらくして始まった，放射性同位体を利用して，絶対年代を決定する方法

は，対比 ・時代論に大きい影孵を与え，それまでの相対年代区分に年数の目盛りをつけること

に成功した．また，化石によ る生貯序区分についても ，微化石，と くに浮遊性有孔虫による分

帯は細かく精密になり ，深海底コアをなかだちとして世界的対比を可能にした．現在，日本新

第三系の国際対比の研究がこれらの新しい方法を始め，各植の研究を綜合させつつ進められて

いる．このことと 関連させて，瑞浪層群の時代 ・対比を考えて見る ことにする ．

瑞浪層群を含む第一瀕戸内累屈群の対比が底生有孔虫群集によ ってな されて いる（多井

1958)．それによれば，瑞浪屈群には 5つのファウニュ ール (faunule)が認められ，下位よ

り3つが明世累層 （月吉層～山野内屈）に，4番目の ものが Miogypsina を含むもので宿洞

砂岩層に，最後のものが生俵泥岩眉に含まれる ．そして，この結果を瀬戸内区に及ぼすと ，明

世累層は，西部瀬戸内地区の塩町累層，奈良県藤原囮群下部の岩渕累層に対比され宿洞砂岩層

は備北層群下部及び藤原眉群豊田累層の下部に，生俵泥岩層は備北層群上部，盟田累層上部に

相当する ．但しこの場合の宿洞砂岩層は，本論文集において，名滝層と呼ぶものに相当する ．

斉藤 (1963,1964)は， 瑞浪履群について，浮遊性有孔虫の研究を行った ．その結果は次の

ようにまとめられている ．

1. 宿洞砂岩囮のフォ ーナは Globigerinoidesが普通に産するこ とで特徴づけられる ．

2. 生俵累層のそれは Globigerinoidesを欠 くこ と， 有孔虫のサイズが小さいことで宿涸フ

ォーナと異なる ．

3. 一般に，宿洞から生俵へかけて， 種類が減じ，また，サイズが小さくなる ．

2つのフォーナにはちがいがあるが，国際対比の有孔虫分帯か ら見れば，2つとも ，Glob-

orotalz'a f ohsi barisanensis帯に対比される ． そしてまた，両者の間には大きい時間的な差

がないといえる ．

斉藤の対比表によれば ， 宿洞 • 生俵 フォ ー ナ の属する G. fohsi barisanensis帯はBurdi-

garian期にあたる ．各地の地府に対比すれば，田辺層群，備北層群上部，八尾層群，西黒沢

累屈が相当層である ．

第一瀕戸内累層群相互のOO係を明らかに したも のに，糸魚川 ・柴田 (1973)の研究がある ．

貝類化石を利用して対比する方法として， 古くか ら種帯または群帯によるものがある ．しか
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第X＼侃ー 1表 日本新三系対比表（池辺ら 1973)
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し，第一瀬戸内累囮群のように，短期間に生成した地屈の間で，詳しい対比をするこ とには，

適用できない．そこで考えられたのが，貝化石の示相化石的側面を利用して対比を行うことで

ある ．これは，各地の函頭より涯出する貝化石を群集の形でとら え，それらから古環境の復元

を行い，その変遷の様式の特徴を手がかりにする方法である ．

すでにXVIで述べたように，各地の地庖について，海の深さの変迷のカ ーブが作られ，その

パタ ーンが比較された ．同時に，岩相の類似，｝習序関係 （非整合などの地附区分の境界，地屈

の厚さなど） ，火山灰屈準の比較，化石群の性格，化石種の比較，地層の分布などが検討され

た．その結果，第XV1ー 10図のよう に対比が可能となった，

1972年4月，日本地質学会第79年学術大会において， 「日本新第三系の生府序と放射年代」

のシンポジウムが行われ，その成果は地質学論集第8号にまとめられている ．そこには，各分

野の研究結果が集め られていて， 対比試案表が示されている ．浮遊性有孔虫，放散虫，珪藻，

ナンノプラ ンク トン，大型有孔虫，貝類，哺乳類などの化石に もとづく生屈序と対比に，各種

の絶対年代のデータがくわえられて，組み立てられたものである ．

瑞浪屈群の中では，やはり ，Miogypsina,Globorotalia Johsi barisanensis帯を含む宿洞

砂岩が砧準となる ．この屈準が，BLOw のN8とN9の境界，すなわち ，中新世初期と中期の

境界にあたり ，絶対年代で1500万年士100万年になる ．浮遊性有孔虫のデータム(datum)でい

えば Orbul切adatumである ．

池辺ほか (1973)により捉案された対比表から ，関係深い地域，日本の標準地域のものを含

めて抜すいし，第XVlllー 1表に示した ．

この研究は現在なお進められていて，植物（花粉を含めて）やその他の動物のデータも含め

て， 今後検討され綜合されると思われる ．瑞浪阻群の時代 ・対比も，さらに くわしく ，適確に

なるであろう ．
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